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宮　里恭　子
1．はじめに
　バブル時代の煽りをうけて、’80年代後半から急増してきた海外留学は、
昨今の不況にもかかわらず、横這い状態であり、私費留学にっいては不況の
波に反比例するかのごとく、増加の一途をたどっているそうである（アル
ク’99大学院留学事典）。学業面からも厳しい試練を強いられ、同時に経済面
からも日本の大学院と比較して、決して安いわけではない海外留学が、不況
の影響をさほど受けることなく、その関心が益々高まっているのは一体なぜ
なのであろうか。
　本学大学院開学記念号出版にあたり、アメリカの大学院紹介の要請を受け、
私自身が送ってきた大学院での留学生活を振り返ってみることにした。しか
しながら、ここに書く内容はあくまでも私見であり、多くの留学生活の一例
に過ぎない点をお断わりしておくが、私自身の甘酸っぱい留学体験を紹介す
ることで、多少なりとも海外留学の魅力のなぞを解くことができれば幸いで
ある。
2　誰が、どうして大学院へ進むのか
　つい最近まで、日本で大学院に進学するというと、将来学者か研究者にで
もなるのかと思われたものである。事実、私の学生の頃は、大学院進学者の
大半がそういった人達であったと記憶する。しかしながら、日本でも最近の
就職難で多くの大学生が専門的技術や知識を獲得するべく、また、一度社会
人となった人々が更によりよいキャリアを求めて、大学院に進学する傾向が
多く見られるようになってきた。
　アメリカの大学院、とくに修士課程においてはまさに上に述べた通り、自
己投資の目的で進学する場合が一般的で、アカデミアで働く人を養成すると
いうよりも実学を専門的に学ぶ場なのである。アメリカ社会は意外にも、学
歴、とくに修士号、博士号の有無が、就職や昇進、年収等を大きく左右する
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こともあり、学ぶ意志のある人はいっでもだれでも受講できるのがアメリカ
の大学院なのである。実際、私の進んだボストン大学教育学部大学院では同
じマスターコース（修士課程）に在籍していた約30名のうち、大学出たてで
入学したのは留学生の私一人だけであった。その他は、学校の教師、非常勤
講師、主婦、会社員など働きながら勉強するパートタイムの学生がほとんど
で、フルタイムの学生の大半は留学生であった。クラスメートの年齢も20代
前半から50代半ばまで、しかも職歴、国籍を異にする人々に囲まれることに
なり、1歳ほどの差で先輩後輩の上下関係を強いられてきた私にとって、老
若男女が自由に学問を目指す空問は、まさに新世界であった。また、学部時
代の専攻は多くの場合問われないのが普通で、実学系の分野では大学院から
基礎を教育するため、私のように学部は商学部、大学院は教育学部などと
いったバックグラウンドは決して特別なことではなかった。この、他の国の
大学院には見られない柔軟性がアメリカの大学院の魅力の一っでもあり、活
気を生む理由であるといえよう。
　ドクターコース（博士課程）については、日本の場合と同様、おもに研究
者や教育者を養成する場となっており、実学主体のマスターコースと比べ、
かなり狭き門となる。大学で教鞭を取りたい人や高等研究機関などで研究者
として働きたい人にとって、Ph．D．（博士号）はなくてはならない学位であ
る。特にアメリカにおける博士号は絶大な威力を有し、名刺などで名前のあ
とにPh．D．とあったらかなりの敬意を払われる。博士号をもっ人には、Mr．
という称号ではなく、Dr．を使うのが習わしで、これを誤ると大変な失礼に
あたることからも想像がっくだろう。
　っまり、アメリカの大学院はマスターコースとドクターコースの境界線を
明確にすることで、学生の二一ズに沿いながら多様性をもち、多くの学生に
広く門戸を開く教育機関なのである。
3　入学許可に向けて
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　入学を許可されるための判断材料は、大学院レベルの教育に対し、適性能
力があるかを測る試験のGRE（Graduate　Record　Examinations）、大学
時代の成績、推薦状、学業計画書、そして留学生にはTOEFLという英語力
判定テストが課される。また卒論や修士論文など研究論文の提出を求められ
ることもある。
　GREでは、言語能力、数学的思考力、論理的分析力の三分野における総
合学力が問われ、大学院での研究に足るだけの能力があるかを試されるが、
この共通テストは一回限りのものではなく、高得点を目指して何度も受けら
れる。この点が日本の大学院入試と大きく異なる点である。
　また、大学時代の成績はもちろんのこと、場合によっては高等学校の成績
も考慮され、かなりの好成績をとっていないといわゆる有名大学の大学院進
学は難しい。GPA（Grade　Point　Average）と呼ばれる成績平均点を足切
りの基準として使うところが多い。このGPAは大学院進学だけではなく、
社会人になる場合も大きく左右するので、アメリカの大学生たちは、躍起に
なって人よりもいい成績をめざすのである。
　誰から、どんな推薦状をもらえるかも入学許可要因の大きなウエイトを占
める。そこで、学部時代からネットワーク（人脈）づくりに心血を注いだり、
一旦社会に出た人は会社の上司からいい推薦状をもらうために色々と気配り
するのだ。意外にもアメリカ社会は、コネが重要なのである。就職にも進学
にも推薦状や照会先が求められる背景からか、教授も推薦状は書き慣れてい
る。私も大学院を卒業後、インターンシップを得るために指導教授からの推
薦状が必要となり、おそるおそる頼みに行ったが、アメリカ人学生たちは教
授の当然の仕事と割り切って頻繁に依頼していたようである。
　学業計画書またはエッセーも重要なポイントである。何を研究したいのか、
出願動機がはっきりしているか、研究の意志が固いかなどをまとめ、自分を
印象づけるためのものである。日本特有の謙遜の美徳を棄て、さりげなく自
分の長所をアピールし、自分の将来性や能力を認めてもらわなければならな
い。
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　TOEFLについてはご存じの方も多いと思うが、留学生にとってはこれが
一番重要となる判定基準である。大学院入学に際しては、分野にもよるが、
最低550点が入学許可ラインで、大抵の場合、今や600点を要求するところが
少なくない。私自身も600点獲得のため、苦闘したものである。しかし、こ
のテストで高得点を取ったからといって、留学後の生活が円滑に進むわけで
はない。このテストには普通スピーキングやライティングが含まれていない
ため、ディスカッション形式の大学院での授業や膨大なぺ一パー（レポー
ト）の宿題に、留学後の苦難は引き継がれるのだ。
　これら必要書類を満たし、希望の大学に応募するわけだが、ここで大学院
選びにっいて一言添えておきたい。アメリカの大学院選びで何よりも重要視
しなければならないのは、その大学の知名度ではなく、専攻プログラムの内
容なのである。学部レベルではその大学の知名度やレベルが、プログラムの
善し悪しとある程度比例することはあっても、大学院レベルでは有名大学の
プログラムよりも、よりよい教授陣や研究内容を有する大学があったりする
のだ。っまり各専攻によって、大学院のレベルが異なるわけで、選考にあ
たっては十分な調査が必要なのである。
4　学位取得へのプロセス
　（1）修士
　マスタープログラムはドクタープログラムに比べて、学位取得までの期間
が短く、プログラム自体もコースワークとよばれる必要単位数のための授業
をとることが中心となっている。このほかに、修士論文、研究プロジェクト、
インターンシップ、コンプリヘンシブ試験（専門知識の最終試験）などがあ
るが、私の場合は、コースワークのほかに研究プロジェクトが最終学期に課
され、論文は必要とされていなかったため、3セメスターで修士号が取得で
きた。このように学位取得要件は、専攻やプログラムによってさまざまで、
2年以上を費やす場合もあれば、1年程で取得できる場合もあり、自分の予
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算やスケジュールに合わせ、出願の際にあらかじめ内容を確認するのが賢明
である。
　（2）博士
　ドクタープログラムは、マスター以上に膨大な量の学習と研究、そして時
間が必要とされる。入学した人のうちの約半数は修了できずに終わるといわ
れ、しかも修了には平均7年近くもかかるのである。
　まずコースワーク修了時（通常2～3年かかる）に資格試験と呼ばれるも
のを受ける。これは専攻分野全般の知識を問うもので、3～4日かけて、記
述試験や口頭試験でふるい分けをされる。っまり、この試験を突破して初め
て、doctoral　candidate（博士号候補者）となり、博士論文作成への切符
を手にすることができるわけで、ここで不合格となった場合は、大学より退
学が勧告され、博士号への道を断たれることになる。こうして高いハードル
を超えたあと、プロポーザルと呼ばれる、博士論文作成計画書を提出し、こ
れに合格してようやく博士論文執筆にとりかかるのであるが、この際、論文
委員会と呼ばれる3人ほどのアドバイザーグループが結成され、このメン
バーによって論文の評価、修正などが度々助言される。論文提出後、更に論
文ディフェンスという口頭試験が行われ、これに合格して、めでたく博士号
授与となるのである。しかしながら、博士号候補者になった者のうち、なん
と5分の1が学位を取得できないのが現状だ。研究に行き詰まり精神的に脱
落を余儀なくされる者もあれば、アドバイザーとの関係悪化によって全てを
諦める者も出てくる。また、7年もの間の財政難で苦しむ者も多くいる。ほ
とんどのPh．D．保持者が二度と味わいたくない経験だという。確かに、先
の見えない孤独との闘いが7年も続くわけで、それらの困難を乗り越えて勝
ち取った博士号は修士号に比べ、はるかに権威があるものとみなされるので
ある。
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巳　大学院生活
　（1）年間スケジュール／学費
　セメスター制の最大の利点は、各人のスケジュールに合わせ、入学開始の
時期を決定できる点にあり、従ってアメリカには入学式というかしこまった
セレモニーはない。通常は夏休み明けの9月入学が大半だが、少し前のサ
マーコースや第ニセメスターの1月からの入学も可能である。これに伴い、
卒業時期もそれぞれ異なってくる。私の場合、’87年9月に入学し、1年
3ヵ月後の’88年12月に修了、書類上は夕89年1月卒業となったが、卒業式
は’89年5月まで待たねばならなかった。コメンスメントと呼ばれる卒業式
は一年を通じ一回限りで、多くのアメリカ人にとってまさに、once－in－a－
1ife－time的ビッグセレモニーなのである。大学の卒業式は結婚式の次に大
切なセレモニーではないかと思われるほど、家族全員が祝福に酔いしれる。
遠く西海岸から両親、兄弟、祖父母、親戚が、晴れの姿を一目見ようと卒業
式に同席することも決して珍しくなかったし、ある博士課程の女性はよそ行
きを着た子供や夫、両親と共に感激の涙を流していた。っまり、入学が比較
的易しいとされるアメリカの大学、大学院は卒業が非常に難しく、それをク
リアし卒業することは大変な意味を持っのだ。お揃いの卒業ガウンや帽子を
身にまとい、誇らしげに家族と写真に収まっていたあの卒業式は、私の留学
生活で大きなインパクトを与えた出来事の一つである。
　学費についてはそれぞれで、州立であるか私学であるか、また、留学生か
アメリカ人か、その州出身かなどによって変わってくる。留学生の場合は州
立大学であっても、追加料金が加算されるため、私学と州立とでは大差ない
こともある。また、東部のいわゆるアイビーリーグとよばれる有名大学の学
費はかなり高く、寮費、食費込みで年間300万～400万かかるのが一般的であ
る。修士課程の日本人留学生の場合、日本から出る奨学金は別として、アメ
リカから奨学金を得ることは非常に難しいが、博士課程の学生には、T．A．
（教科助手）やR．A．（研究助手）と呼ばれるシステムが適用され、これ
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による授業料の減免措置が珍しくない。私の夫も、日本語のクラスを週8時
問教えることで、博士課程の授業料が全額免除となったそうである。これは、
フルタイムの博士過程の学生として勉強する身にとって、大変な時間的妨げ
にはなるが、その後教授職にっく人が大半であるため、このような助手とし
ての教授経験が後にキャリアとして考慮、加算されることは大きな意味を持
つのである。
　（2）アドバイザー制度／授業形態
　履修についてはアドバイザー（指導教授）と相談し、その学期毎に履修計
画を立て、承認してもらった上で実際の授業参加となる。指導教授とのコン
タクトは頻繁に行われ、私の場合は、毎学期ごとの履修承認だけでなく、プ
ロジェクトを行う際などに相談に行った。オフィスアワーと呼ばれる時問に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず事前に予約をとり、研究室を訪ね個別指導をしてもらうのだが、通常個人的
な問題というよりも研究面での相談に限られ、手際よく質問し解決に向けて
手助けしてもらわなければならない。アメリカの大学の教授たちはtenure
track（終身雇用制）に乗るため、自分の研究業績を上げるのに忙しいので、
ある意味ではオフィスアワーという時間帯を決めて学生指導をするほうが能
率的なのであろう。私の指導教授も大変忙しく、あまりゆっくりと丁寧に指
導してもらった記憶はないが、それでも学期の終わりなどに院生全員を自宅
に呼んで、パーティーなどしてくれたものだ。
　さて、実際の授業形態について少し触れたい。大学院の場合、10人から20
人ほどの小規模クラスがほとんどで、その内容もプレゼンテーションやディ
スカッション形式が主であるため、留学生の私にとって、入学当初の2ヵ月
は悪夢のような日々であった。毎週アメリカ人でさえも苦痛を感じる程の膨
大な量のリーディングが課され、それにっいてのぺ一パー（レポート）、
ディスカッションが3時間も繰り広げられるのだ。その頃流行っていた歌謡
曲を聞くと、今でも泣きながらコンピューターに向かってぺ一パーを仕上げ
ていた頃のことが思い出され、胃がしくしく痛む程だ。TGIF（Thank
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God　it’s　Friday！）の気分で週末を楽しむアメリカ人を尻目に、金曜の夜、
図書館で遅くまで勉強していたのは、私と同じ境遇の留学生だけだった。卒
業直後は、図書館には二度と来るまいと誓ったものである。
　ペーパーはまだ、時間をかければどうにかなったのだが、ディスカッショ
ンには文字どおり閉口した。語学力不足もさることながら、日本の大学での
講義スタイルに慣れている私が、教授の意見に挑むなどできるはずもなかっ
た。まるで論争をしているかの如くに興奮し、早口でまくしたてている級友
達にただただ圧倒され、一言も発言しないまま3時間が過ぎてしまうという
ことが続いた。時に心やさしい教授が、そんな私を気づかって、「恭子、日
本ではどうなんだい？」と発言のチャンスをそれとなく与えてくれても、自
分の意見はおろか、単純な疑問さえも思い浮かばず、自己嫌悪に陥ったもの
である。
　自分の頭で考え自己主張をし、相手をも説得する訓練を小さいうちから受
けて育ったアメリカ人を前にし、受験勉強のために情報を端的に収集し効率
よく記憶することを学問であると思い込んでいた自分が、初めてここで浮き
彫りにされた。文化的相違があるにせよ、疑問を持っことさえままならない
自分に、焦燥感を募らせ絶望視しながらも、目先の勉強に追われ、華麗なる
留学生活どころか髪振り乱しての悲壮な日々が飛ぶように過ぎていった。
　（3）留学生活一般
　もちろん、語学力や学位取得のための苦しい思い出ばかりではなく、異文
化の中での貴重な体験も数多く私の記憶に刻み込まれている。まずは寮生活
だ。アメリカの寮というと汚い、うるさい、などネガティブなイメージが大
半だが、私のヒアリング能力とコミュニケーション能力はここで培われたと
いっても過言ではない。ルームメートのアメリカ人との笑い、喧嘩を通して、
知らず知らずのうちにアメリカ的思考回路への修正と、アメリカ流説得法、
交渉力といったものを修得させられていったのだ。大学院の膨大な宿題をこ
なさねばならない上、語学力不足や文化の壁に直面し、しかも家族や友人か
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ら遠く離れた外国暮らしは、想像以上に孤独感に陥りやすい環境である。自
分の存在自体が誰にも気づかれず、異文化との遭遇から生ずる心理的抑圧の
中、ルームメートや寮の友人達の存在は大きな精神的安らぎとなった。思い
起こすに、4年間の滞米生活の中で、語学力も向上しアメリカ生活に慣れて
きた3年目からの一人暮らしは、社会に出て、競争の構図の中で生活してい
たせいもあってか、ますます孤独感に苛まれた感じがする。多くのアメリカ
人がたとえ十分な収入を得、一人暮しができるようになっても、ルームメー
トやハウスメートと暮らすことを選択することからもわかるように、寮での
共同生活は、他人と暮らす煩わしさもある反面、孤独感から自分の身を守っ
てくれる安らぎの場として非常に魅力的だ。もちろん、安心感だけでなく、
異文化体験を通して様々なことを学び、アメリカ人のみならず、色々な国の
友人達と交流を深めることができたのは何よりも貴重な財産である。
　またアメリカならではのものにescourtserviceというものがあった。こ
れはキャンパス内の治安を守るため、特に夜の一人歩きから危険を避けるた
めに、アルバイトの学生が寮まで同行してくれるサービスのことである。私
は、深豪まで図書館で勉強していることが多かったため、このサービスを幾
度となく利用し、寮まで送り届けてもらった。安全をあたりまえのものとし
て、親の庇護の下でのんきに暮らしてきた私でさえも、体の小さな東洋から
きた外国入女性が犯罪の格好のターゲットとなりえることは容易に想像でき
た。危険から自らの身を守りっっ、しかも依存心を棄て、自分を頼りに生活
することがいかに大変なことか、身をもって知らされた4年間であった。
6．終わりに
　こうして10年以上前の我が留学生活を振り返ると、昨日のことのように
様々な思い出が頭を駆け巡る。勉強の苦しさ、異文化経験の悲喜こもごも、
何をとっても全てが血となり、肉となった気がする。そして何よりも、自分
の頭で考え問題点を探し当て、その解決のために調査を重ね厳しい検証を経
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アメリカの大学院一我が留学生活を振り返って一
て自己主張するという勉強の基本を教えられたことが一番の収穫であった。
そのプロセスを完了したとき、自信という結果が実を結んだことも事実であ
る。
　その源は何だったのか。それは私なりの学ぶことへの情熱だった気がする。
その始まりは、単なるあこがれだったかもしれない。しかし学びたいという
意志が様々な困難を乗り越えるためのエネルギーを与えてくれたし、結果的
には、生きていく自信も授けてくれた。
　海外であろうと日本国内であろうと、学びたいと思ったときに学べること
が重要であり、これからの大学院はそのような学習者の需要に応え、環境を
整備していく必要があろう。同時に、国際社会における競争力回復のため、
人材の育成が社会の急務となっている中で、学生自身にも学ぶことへの積極
的姿勢が求められてくる。就職できないからとりあえず大学院進学を考える
といった消極的な姿勢ではなく、また留学するにしても、もはや語学力だけ
では将来が保証される世の中ではないことを踏まえて、学びたい意志が礎と
なり、必ずや全てを自分の糧にする位の気概をもって、多くの人々に学ぶ喜
びを享受してもらいたいと切に願っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本学経営学部専任講師）
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